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従来技術・製品

課題 解消方法 従来のロボットは、静かな所で近づいて話しかけたり、
名前を呼びかけてから話す必要があるので、高齢者が自
然に話しかけるには難しい面がある。また、WiFi環境な
どを整える必要あり、サポートに負担がかかった。

最重要提携
要望分野

登録済

会社URL 技術資料ダウンロードURL デモンストレーション動画　URL

技術分野

音声認識コミュニケーションロボット『 Chapit 』

デモンストレーション動画　URL
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他 海外販路
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部長代理

会社URL http://www.raytron.co.jp

代表取締役　　吉田　満次

提携要望分野

宮﨑　善行

役職

TEL

住所
大阪府大阪市中央区本町1-4-8 エス
リードビル本町 11F

開発製品の技術の概要

高齢者や要介護者の「自立支援」、「社会参加の促進」、「認知症の予防、改善」によるQOL向上および介護者の負担軽減のため、高齢者の自立を促す対話型のコミュニ
ケーションロボットの開発に成功。介護施設、病院を含む各種公共施設、居宅など幅広い環境での使用が可能。生活雑音が存在する環境でも音声を認識することがで
き、完全スイッチレスでボタンを押すことなく自然に会話が可能。食事や入浴、服薬の時間になるとチャピットが教えてくれて、生活リズムをサポート。「暗記ゲーム・クイ
ズ」など、遊んで脳トレができる機能が充実！

高齢者や要介護者
の自立支援促進で
のQOL向上と介護者
負担軽減

雑音の中でも、ウェイクアップワード無しで、自然な音声認識が可能で
す。 
ネットワークに接続する必要がないので、簡単で安心して使えます。 
充電式バッテリーなので持ち運びができ、体重が600gと安全な軽さ。

毎日、チャピットと会話することで、誤嚥性肺炎を予防。 
施設のレクリエーションでは、クイズや暗記ゲームで大盛り上がり。 
薬や食事の時間等、日々の予定をチャピットがお知らせすることで、介護者の負担を軽
減。

本技術が解消できる現状の課題およびその方法

進捗状況 現状の課題

量産販売中
より多くの方にチャピットの存在を知ってもらい、安心・安全・健康な社会を体感して頂きたい。 
音声認識エンジン『VoiceMagic』は様々な機器に搭載・組込みが可能で、多くの方に感動を実感いただきたい。

マーケティング部

マッチング先の要望

技術の詳細等
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福祉用具実用化開発推進事業（2012年度）

　                イノベーションジャパン2020バーチャルビジネスマッチング（VIJ2020BM)
                  国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 イノベーション推進部　統括グループ

雑音の中でも音声認識し、ロボットと正しい会話
を成立する事が可能。 
家電の音声操作、クイズ等のレクリエーション機
能を搭載。 
タイムサポート機能で、食事・入浴・服薬などを
お知らせし、生活リズムを構築。

NEDO支援事業概要および年度

『Chapit』：音声認識ロボットの販売、高齢者施設・運営 
→QOL向上、介護者の負担軽減 
『VoiceMagic』：家電、自動車、医療、産業機器、ロボットのメーカー 
→次世代ユーザーインターフェイス

企業名 株式会社レイトロン

販売会社

知的財産情報

従来技術に対する新規性・優位性 想定される活用例

miyazaki@raytron.co.jp
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株式会社レイトロン
技術の詳細等


